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図書館・制度・技術

筑波大学図書館情報メディア系教授

逸村裕（いつむら ひろし）

図書館は技術の進歩と制度の変化に対応し、翻弄され、支えられて
今日に至っている。
私がカタロガーとして図書館員の道を歩み始めた頃、
（機械可読目録）は存在していた。しかしその活用は出力された
× インチのカード目録であった。
その後、当時最新のサービス「オンライン情報検索サービス」を
担当した。
「コンピュータは図書館業務を変える」と聞かされてきたが、館
の壁を越え海外のデータベースとアクセスしてサービスを展開す
るその在り方は衝撃であった。
以降、様々な技術と制度の変化に対応しつつ図書館に関わってき
た。
新図書館建設、図書館機械化、電子ジャーナル、電子情報源組織
化と向き合った「 」、オープンアクセス、機関リポジトリ、
オープンサイエンス・・・
自分の立ち位置も図書館員から教員へ、そして役人との二足の草
鞋も履いた。
今、未来の図書館を語る際に何がポイントになるか。
制度と技術を意識して語ります。

（slide 1）

（slide 2）

　ご紹介いただきました逸村裕です。タ

イトルは「図書館・制度・技術」、ご案

内の文章に、このように書きました。長

く図書館に、大学に勤めて図書館情報に

かかわってきたということで、そのあた

りの話を含めてお話しようと。

逸村裕（いつむら ひろし）

大学図書館員 年
教員（三大学） 年 月＋

図書館管理職（三大学） 年 月

役人 文部科学省 学術調査官 年

教員として
私立大学 年 月
国立大学 年 月＋

社会人大学院生 年
年

（slide 3）

　簡単にいうと大学図書館員として11年

やって、その後、教員になっています。

社会人大学院生とか海外にも行ったり、

図書館管理職やったり役人を６年やって

います。今はまた教員として今日に至っ

ています。この本が一番読まれているの

かな。『図書館情報学を学ぶ人のために』。

2022年度同志社大学図書館司書課程講演会記録

図書館・制度・技術

逸　村　　　裕
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原田隆史先生と共に作りました。

上智大学図書館員
目録、理工図書室、レファレンスサービス、
選書、機械化、テクニカルサービス課長補佐

私立大学図書館協会東地区研究部常任幹事
機械化委員

国公私立大学図書館協力委員会 等歴任
愛知淑徳大学図書館情報学科専任講師、助教授（ ）

図書館長補佐、副館長
情報メディアサービス部副部長

名古屋大学大学院人間情報学研究科助教授
名古屋大学附属図書館研究開発室専任室員
文部科学省研究振興局学術調査官 併任
名古屋大学大学院情報科学研究科助教授
筑波大学大学院図書館情報メディア研究科教授
筑波大学図書館情報メディア系教授
図書館副館長 図書館情報メディア専攻専攻長 筑波大学学長補佐
筑波大学新聞編集委員会委員長 大学院共通科目部会長
デジタルネイチャー開発研究センター副センター長

慶應義塾大学文学部図書館・情報学科卒業
上智大学図書館員
慶應義塾大学大学院文学研究科図書館・情報学専攻修士課程入学

慶應義塾大学大学院文学研究科図情修士課程修了
愛知淑徳大学図書館情報学科専任講師、助教授（ ）
愛知淑徳大学文学研究科博士後期課程入学
愛知淑徳大学文学研究科博士後期課程単位取得退学
名古屋大学大学院人間情報学研究科助教授
名古屋大学附属図書館研究開発室専任室員
文部科学省研究振興局学術調査官 併任
名古屋大学大学院情報科学研究科助教授
筑波大学大学院図書館情報メディア研究科教授

筑波大学図書館情報メディア系教授

（slide 5）

（slide 4）

　職歴は最初、上智大学に図書館員とし

て就職しました。学歴を加えると、こん

なふうになります。原田先生と出会った

のは1984年４月、彼が同志社から慶應の

大学院に来たときのことです。当初彼は

猫をかぶっていました。佐藤先生との出

会いは2006年、筑波大学図書館情報専門

学群３年生として私の授業をとりにきた

のが最初です。その秋に逸村ゼミに入っ

たというところから現在に至ります。

技術 制度 書物

世紀ヨーロッパ
手紙で学術上の発見を知らせあう慣習があった
エラスムス 個人で飛脚とコピー作成人を雇用
手紙の国際流通基盤整備 ハプスブルグ帝国

頃 グーテンベルク 活版印刷術発明

急速な普及
周辺技術 活字作成 運搬 製紙 インク作成 機械維持
対応する社会制度があった
売る商人
ニーズ
買う富裕層

学術書はこの流れに乗って発展 ガリレオ コペルニクス・・・）

（slide 6）

　本題です。「図書館と技術と制度」。ま

ず「技術と制度」に関して。書物の話が、

わかりやすいかと思います。15世紀のヨー

ロッパでは手紙で学術上の発見を知らせ

あう慣習がありました。エラスムスとい

うオランダの人文学者が、個人で、飛脚

とコピー作成人を雇用してヨーロッパ中

の人とやりとりをしていた。すでにその

段階ではヨーロッパでは手紙に飛脚を使うという社会制度があったということになりま

す。これに日本では中学生が習うグーテンベルクの活版印刷術発明が大きな影響をもた

らしました。活版印刷術は20世紀のコンピュータと並んで大きな影響を与えたことがわ

かります。しかし活版印刷術だけで図書の流通が成り立つわけではありません。その周

辺に活字をつくる、機械を運ぶ、紙を運ぶ、製紙、紙をつくる、インクをつくる、機械
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を維持する部品をつくる必要があります。そしてそれに対応する社会制度があったこと

に思いを馳せてください。さらにいえば本を売る商人がいて、また買い取る客のニーズ

がある。客は主に富裕層、教会だったり、商人だったりするわけですが、世界史的には

たとえばマルチン・ルターの1519年の宗教改革も印刷術でつくられた「赦免状」に対し

て反旗を翻した。それは印刷術があったから成り立ったことです。そのへんに目を向け

てもらいたいということです。

　学術書も、その後、ガリレオ・ガリレイとかコペルニクスとか有名人が出てきますが、

当時、ヨーロッパでは書物を数週間で数百キロ先に届けることができるという事実があっ

て科学は発展していった。

上智大学図書館員

カタロガー
上智大学ユニオンカタログ
洋書（米国議会図書館分類法 ）

は存在したが、作業はカード目録に
分類を付し、タイプし、目録室でフ
ァイリングして利用者に提供

カタロガーとして育てる、と指導
をうけていたが、 年 月のあ
る土曜日、目録室でカード目録
ファイリング中に当時の上司（整
理課長）に「よんどころない事情
で理工学図書室担当に異動してほ
しい」と要請される

目録担当

（slide 7）

　カード目録の時代に私は上智大学の図

書館員として育てられようとしていまし

た。しかし１年ほどで、「よんどころな

い事情があって理工学図書室の担当をし

てもらいたい」「そうですか」と上司と

のやり取りがあって理工学図書室の担当

になって理工学向けのサービス全般を担

当しました。

理工学部向けのサービス全般
冊子体雑誌受入
閲覧貸出
コピー

広報
オンライン情報検索（サーチャー）

当時、最新のサービス「オンライン情報検索
サービス」を担当した
「コンピュータは図書館業務を変える」と
聞かされてきたが、館の壁を越え海外の
データベースとアクセスしてサービスを展
開するその在り方は衝撃であった

国際回線使用料 分 円（消費税ナシ）
使用料 分 円～ 円

理工学情報というものがわからなくて、勉強しようと慶大大学院に入学することに

理工学図書室

（slide 8）

　オンライン情報検索のサービスをして

いました。ここでは電話とタイプライター

がいっしょになったような海外のデータ

ベースでアクセスできる。今はスマホ一

つで世界中とつながるインターネットの

時代ですから、学生に思い切り想像力を

働かせてもらいたいのですが、当時、海

外と直接やりとりするのは国際電話でし

た。国際電話料金は１分200円くらいでした。テレックスもありましたが。そういう時

代です。普通に電話回線を通じて海外のデータベースとやりとりする、お金はかかりま

すが、面白がってやっていました。利用する大学の先生方が何人もいました。オンライ

ン情報検索を行うには事前にインタビューを行います。その中で、理工学情報というも

のが、よくわからないな、勉強しようと慶應義塾大学大学院に行くことにしました。
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慶應義塾大学大学院文学研究科図書館・情報学専攻修士課程入学
当時「社会人院生」という制度はなかった
上智大学を辞めるつもりだった。
上智大学人事部「週 時間勤務すれば大学院行くのはかまわない」という
ことで図書館員やりながら大学院生になる

大学院授業 いろいろありました

中井浩先生の授業とその後の食事会
（日本科学技術情報センター）理事

中井正一国会図書館副館長の長男

議論
学術情報の世界は量的に持ちこたえるのか？ 疑問に

デレク・プライス著 島尾永康訳
ビッグ・サイエンス リトル・サイエンス 創元社

（slide 9）

　当時、社会人入学制度、そんな制度は

ありませんでした。大学院に合格したの

で、上智を辞めるつもりで「私の人生、

何とかなるだろう」と「上智を辞めます」

というと「ちょっと待て」と言われまし

た。結局、上の方で何があったか、知り

ませんが、「上智大学ではお前が大学院

にいっているかどうかなんて知らん。週

38時間勤務すれば、それでいい」と。慶應義塾大学にしたら「君が上智で働いているの

はわかっているが、それでいい」と。時間割を慶應側が調整してくれたりとかもあった

んですが、とにかく、頑張りました。大学院の授業で印象的だったのは中井浩先生とい

う、中井正一、昔の国会図書館の副館長で国会図書館の制度をつくった有名な人の息子

ですが、JICST、今の JST にいらした先生。授業をやると、その後、必ず食事会に行

きます。古き、よき時代ですね。そこで議論して印象に残っているのは「学術情報の世

界は量的に持ちこたえるのか？」。まだインターネットの前の時代です。学術情報は将

来どうなるかを結構、議論した記憶があります。デレク・プライス著の本とかを読んで。

原田隆史先生慶大図情院に入学

渡辺信一先生（同志社大学教授）から電話があった

（slide 10）

　その翌年、1984年に原田隆史先生が慶

大図情院にやってきました。当時、同志

社大学教授の渡辺信一先生から電話があ

りまして。先輩としての私の立ち位置で。

スライドにある『理工学文献の特色と利

用法』は1987年に原田先生、上田修一先

生と協力して早稲田の理工学部や慶応の

理工学部の図書館員ともいっしょにつ

くった歴史的な本です。
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上智大学新中央図書館竣工 地上 階地下３階 平米

担当：チームで「サイン計画 利用案内作成 図書館オリエンテーション」

財務担当理事「 倍良いもので長持ちするのであれば 倍の予算を出す」

（slide 11）

　一方、その頃、仕事では理工学図書室

をやりながら上智大学新中央図書館をつ

くるというプロジェクトを上智ではやっ

ていました。地上９階、地下３階の巨大

な図書館で、私はチームで「サイン計画、

利用案内」を作成することになっていま

した。それに関連して勉強したり調べた

りしてやっていました。その頃、上智は

強気で財務担当理事はドイツ人でしたが、「良いもので長持ちするのであれば２倍の予

算を出す」といってくださって、そういわれて家具もいいものを特注しまして、当時の

お金で75億円かかりました。外見の特徴は屋根にソーラーパネルを置いて省エネをはかっ

たものです。

上智大学図書館幹部異動
図書館事務トップに理事長室室長が着任

事務部長に問いただされる
「図書館に足りないものはなんだ」
“建物は立派になったが蔵書が貧弱な点です“
「どうすればいい？」
“資料費予算を増やすこととそれに対応する図書館員を増強することです”
「わかった。企画書を書け。俺が何とかする」

資料費 年 億 千万円
年 億円

選書担当

（slide 12）

　図書館がスタートして半年たつと上智

大学図書館幹部が異動しました。何があっ

たのは知りませんが、代わりに図書館の

事務のトップにそれまで図書館に縁のな

かった理事長室室長が着任してきた。彼

は図書館のことは何も知らない―着任し

てから猛烈に勉強をしていました。さら

に全図書館員にレポートを書かせる。「上

智大学図書館は今後、どうあるべきか。何が図書館に足りないか？」。私はこう書きま

した。「建物は立派になったが、蔵書が貧弱な点が問題です」「どうすればいい？」「資

料費予算を増やすことと、それに対応する図書館員を増強することです」「わかった。

企画書を書け。俺が何とかする」といっていろんな企画書を書きました。その結果、予

算が増えました。
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海外買い付け

上智大学新学部（比較文化学部）設置を決める
この学部では か国語を第一・第二外国語として提供する
大学設置基準（当時）では一科目につき 冊以上の図書を用意する

コリア語図書が足りない→業者に見積もりとる→韓国人教授が意見
「高すぎる 質が良くない」
「図書館員一人つけて事務処理やってくれれば、私と共に韓国に行って旅費図書代を
加えても、より安い予算でより良い蔵書を買うことができる」

韓国へ出張 西江大學校 宿舎へ
学長 神父教授 は か国語を話し書くが、英語と日本語は
軍事政権下の街
大通りは戦車が通るようにできている
ソウル大学で催涙ガスを浴びる
書店巡り 接待はどこも高麗人参茶

（slide 13）

　選書業務では海外買い付けに行ったり

もしました。海外に出向いて直接交渉し

て買う方が安いから。1986年には韓国人

教授とソウルに出向いたりしました。当

時は軍政下。今では信じられないかと思

いますが、「日本の歌謡曲は禁止」でした。

怖い思いもしましたがよい経験でした。

慶大修士修了
津田良成先生と上田修一先生のご指導
修論のためのデータ処理で原田隆史先生と共に深夜まで大型コンピュータと格闘

（slide 14）

　そうこうしているうちに慶大修士を４

年かけて何とか修了しました。津田良成

先生と上田修一先生のご指導で。修論の

ためのデータ処理で原田隆史先生に手

伝っていただいて、24時までしか慶應の

大型コンピュータを使えなかったので、

ギリギリまでやってデータと格闘してい

ました。

上智大学図書館レファレンスサービス部門責任者

レファレンスサービス部門＋機械化部門責任者

図書館全面機械化実現

私立大学図書館協会、国公私立大学図書館協力委員会でいろいろ活動
「人」はどこにでもいると痛感する

一年間の出張旅費が

（slide 15）

　その後、上智大学図書館レファレンス

サービス部門責任者をやりました。さら

にプラス機械化部門責任者を兼務して

1988年には上智大学図書館の全面機械化

を実現しました。NACSIS-CAT が1985

年から稼働して全国の大学図書館が機械

化を進めていた時代でした。同時に上智

の外に出て私立大学図書館協会、国公私

立大学図書館協力委員会で、いろいろな仕事をしていました。どこにでも「人」がいる

んだなと感じました。その後、いろんな人とも接点がありました。筑波に教授として移っ

た時、国公私立大学図書館協力委員会にいた当時の一橋大学の課長さんが、図書館情報

大学事務局長になってさらに同窓会会長になっていました。

　その頃、上智での１年間の出張旅費が７桁になって上智の中でも問題になりましたが、

やっていることを説明すると「そんなものか」ということでした。
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上智大学図書館 年の人員配置

専任職員 アルバイト

選書 3 3
収書 5 3
整理 12 多数

閲覧貸出 貴重資料 6 多数

レファレンスサービス 3+（1） 2 （ ）は逸村
システム 3+（1） 業者常駐 私はレファレンスサービス
総務 4 1 責任者でありシステム責任者
コピー・ILL 業者に外注

課長 3
部長 1
図書館長（神学部教員） 1
企画・広報・情報リテラシ・渉外 プロジェクトチーム（上記から選抜）

人手が足りなかったので、逸村が兼任
プロジェクトチームも同様で数名が兼任
いろんな活動に力が入っていましたが人手の問題は深刻でした

（slide 16）

　当時の上智大学図書館の人員は、こん

な感じです。現在の大学図書館の人員配

置はご存じの方からすると信じられない

多さだと思いますが、整理業務に専任が

10人。上智大学の図書館は、和書は NDC、

洋書は LCC で整理していて Utlas とい

う書誌ユーティリティを使っていました。

ただ業務は組織だっていなくてほとんど

部長とプロジェクトチームという形でやりとりしていました。いろんなことをやって動

ける人はちょっとしかいなかったなという感じでした。

上智大学図書館資料組織課課長補佐

連日書類に数百回のハンコ押し

上智退職

（slide 17）

　1990年７月、上智大学図書館資料組織

課課長補佐になりました。大学の方針が

変わり、仕事を細かく管理することにな

りました。連日、書類に数百回のハンコ

押しをしていました。たまたまその時に

津田良成先生に声をかけられて「愛知淑

徳大学で教えてみないか」と。1991年３

月に上智大学を退職。

愛知淑徳大学文学部図書館情報学科専任講師→助教授
愛知淑徳大学大学院博士後期課程入学 単位取得退学）

図書館長補佐兼任

津田良成先生
「新卒で二人図書館に採用したから しっかり鍛えてあげて」

ゼミ合宿 慶大教員であった原田隆史先生が参加
毎年の恒例となる

ピッツバーグ大学に として留学

（slide 18）

　1991年４月、愛知淑徳大学に教員とし

て移りました。ちょうどバブルが崩壊し

た時。1991年１月には多国籍軍がイラン

に攻め込む湾岸戦争がありました。激動

の時期だった。そんな中で教員として赴

任しました。津田良成先生の指示で博士

号をとるために愛知淑徳大学大学院博士

後期課程に入学しました。さらに「図書

館長補佐をやりなさい」と電話でいわれて「はい」という感じでした。津田先生からは

さらに「新卒で二人図書館に採用したから、しっかり鍛えてあげて」といわれて鍛えて

いました。
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　1991年秋、愛知淑徳の学生たちを連れてゼミ合宿をやりました。その時は慶大の助手

になっていた原田隆史先生が参加してくれて以後、毎年の恒例となりました。私が指揮

して、明るいうちはガリガリのゼミをやる。その代わり、夜はリゾートホテルで和やか

に過ごす。これは大学を移っても続きました。ゼミ合宿の集合写真です。このへんに原

田先生、後に佐藤先生がいらっしゃって現在、筑波大学で最も有名な教員である落合陽

一先生、さらに岡部晋典先生もいらっしゃる。これが現在まで続いて延べ400人を超え

る参加者となっています。

ピッツバーグ大学情報学研究科 として留学

いろんなことがありました

（slide 19）

　1996年から1997年、愛知淑徳大学から

ピッツバーグ大学に Visiting Scholar

という訪問研究員として海外にいきまし

た。当時、インターネットが普及し始め

た頃で「メタデータ」とか「DOI」とか

が萌芽的な時期で、いい時期にいったな

と思っています。

北京大学信息管理系と交流

北京大学をたびたび訪問
愛知淑徳大学図書館情報学科
学生を引率（ 回訪問延べ百人余）

研究調査

（slide 20）

　海外でもいろんなことをやっています。

愛知淑徳大学図書館情報学科は北京大学

信息管理系と交流がありまして「行って

こい」と。春は研究のために出かけ、秋

は学生をつれて一週間行くことをやって

いました。この写真は北京大学図書館で

題字には毛沢東が書いています。図書館

の中に入ると当時のトップだった江沢民

が題字を書いています。
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フィリピン科学省 回訪問
図書館情報大学松村多美子先生の関係で 政策顧問を務める

の島にインターネットを
最新の機器と古い機材が共存
毎日起きる停電

タフな人々
上昇志向
貧富の差
富裕層向け

当時の企画書

The National Information Technology Plan 2000 
(NITP 2000) : Towards a smart Philippines --
Overall strategy to spur the country to global 
competitiveness through IT diffusion.
The IT21 envisions the Philippines as a 
Knowledge Center in Asia by the 21st century.

（slide 21）

　1998年から2000年、フィリピン科学省

に３回訪問しました。図書館情報大学松

村多美子先生の関係で政策顧問を務めて

いました。「7000の島にインターネット 

を」という政策です。興味深いな、と思っ

たことは科学省内部でも最新の機器と古

い機材が混在して業務を行っている。そ

の上、毎日、停電が起こる。その都度、

技術者が対応する。その技術者にやっていることを見せてもらったりしました。すごい

タフだなと思ったし、その人たちの上昇志向の強さを感じました。またマニラ市内には

富裕層向けのパブリックライブラリーがありまして、それはそれで、なかなか立派な図

書館で、貧富の差など、いろいろ考えさせられました。当時の企画書が今でもネット上

にあります。こういうタイトルでやっていました。

愛知淑徳大学図書館に 導入
は、ネットワーク情報資源の共同メタデータ作成システムで、

（オンライン情報資源共同目録）の略称です。アメリカを中心とした各
国の大学や研究機関で構成された非営利・会員制のライブラリーサービス機関である
（ ）が開発しました。このシステムは 年 月
から 年 月までの 年半の試験プロジェクト期間を経て、 年 月 日に本稼動しま
した。愛知淑徳大学図書館はこの研究プロジェクト期間中に参加した世界 を超える参加
機関の中で日本からの唯一の参加館となりました。
これまで図書館では、図書館資料の整理・提供が中心でした。
コンピュータ・ネットワークの技術や情報化の時代にあるわたしたちの図書館もまた、対
応や変化が求められます。
インターネット上の価値ある情報源の目録をつく
ること（メタデータ作成）は、図書館の利用者に
「新しい資料」を提供することです。
このサービスが今後求められると予想されます。
この写真の楯は、 プロジェクトに協力した
愛知淑徳大学図書館に対して感謝の気持ちとして

から贈呈されたものです。

年 月 で講演

（slide 22）

　図書館の話をすると「CORC」という、

今は「Connextion」という名前に変わり

ましたが、ネットワーク情報資源の「共

同メタデータ作成システム」に愛知淑徳

大学図書館として参加しました。OCLC

でその経緯の講演もしました。

名古屋大学大学院助教授

附属図書館研究開発室専任室員
日本史 古文書）の助手と２人の専任 ＋ 人の兼任室員
電子図書館・ハイブリッドライブラリー 情報リテラシ

文部科学省研究振興局学術調査官併任

（slide 23）

　2002年１月、名古屋大学に転出。名古

屋大学大学院助教授・附属図書館研究開

発室専任室員となりました。日本史を専

門とする助手と専任は二人。加えて８人

の兼任室員で電子図書館・ハイブリッド

ライブラリー、情報リテラシーをやりま

した。そして2002年４月に文部科学省研

究振興局学術調査官になり、名古屋大学

と併任になりました。
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高木家文書 デジタル化

「高木家文書」は、美濃国石津郡時郷・多良郷（現大垣市上石津町域）を知行所とした旗本・西高
木家の旧蔵文書群です。
高木家は徳川家康の麾下となり、 関ヶ原合戦の功績によって近江・伊勢と国境を接する時郷・多良
郷（岐阜県大垣市上石津町域）に、 高木貞利は2,300石、弟の貞友と貞俊はそれぞれ1,000石を
与えられ陣屋を構えました。 西家・東家・北家と称され、三家は明治維新にいたるまで同地を支配
し続けます。 また、西高木家の当主は、維新後も同地に居住し、学区取締や郡長・衆議院議員な
どの公職を歴任しました。
「高木家文書」の特徴
1. 木曽三川流域における治水資料の宝庫
2. 江戸時代全期間を通じての、旗本領主制の様相を知

りうる貴重な資料群
3. 財政関係や家督・日記・交際・家作・吉事・仏事といっ

た家政関係文書が豊富
4. 維新期以降の文書も多く、旗本家の明治維新の乗り切

り方や近代地方政治の実態などをうかがうことができる
名古屋大学が買い取る
高木家文書のデジタル化開始
重要文化財に指定される

（slide 24）

　名古屋大学で何をやったかというとま

ず「高木家文書」デジタル化。高木さん

という家が木曽川と揖斐川のところに

あって、このへんにお住まいだった。旗

本だけれども領地に居住し参勤交代する、

大名格の交代寄合で、関ヶ原合戦で徳川

方に味方して、それを評価され、河川の

管理をしていた。領地替えもなく、参勤

交代をする交代寄合なんだけれど高木さんは領地にいることも多く、住民3000人はほと

んど顔見知り。しかも記録マニアで、大量に文書が残されています。そのデジタル化を

やっていました。

高
木
館

名古屋

関ヶ原

豊田

岐阜

四日市

木木
曽曽
川

長
良
川

長
良

揖
斐
川

木曽三川と濃尾平野
木曽川・長良川・揖斐川（木曽三川）⇒ 輪中景観，三川分流計画

養老断層垂直落差養老断層垂直落差
（
養老断層垂直落差養老断層垂直落差
（（
養老断層垂直落差養老断層垂直落差

以上
養老断層垂直落差養老断層垂直落差

以上以上

（slide 25）

　京都から名古屋に電車で行くと次々と

川を渡る。ガチガチに護岸工事がしてあ

る。その昔の絵図は、こんな感じだった。

どこが木曽川で、どこが長良川で、揖斐

川か。こうぐちゃぐちゃだと。北で大雨

が降ると被害が生じる。

三川分離
宝暦治水工事計画図
〔宝暦 年（ ） 月〕

アイデアは良かったが技術が伴
わなかった
→明治になって実現

（slide 26）

　一つ考えてほしいのは江戸時代、どう

してこんな図があったのか。飛行機はな

い。測量技術があったから絵図を描いて

高木さんが、それを後生大事に残したの

で残った。絵図に詳しい方は分かる通り、

ここは伊勢湾で、これは堆積した土砂で

す。
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（slide 27）

　宝暦３（1750）年頃に島津家が治水工

事を命じられて大工事をやった記録があ

ります。仕切りをつくって堰をつくって、

こちらに流そうというわけです。うまく

いかなかった。技術が足りない。あるい

は予想外のこともあって、あっちの地域

は水が流れてよかったが、こっちは水が

溜まって大変な被害に会う。当時、裁判

をやろうとして裁判記録の絵図もある。さらに工事の時に、うまくいかないからと数十

人が腹を切ったという薩摩技師伝説があります。明治になってから発生したフェイク。

薩摩藩の侍が尾張とか美濃で腹を切ったら大問題だろうという話です。平手さんという

家老のご子孫は鹿児島で健在です。「先祖は尾張で病死しています」とあっさり語って

くれました。実際には内藤十左衛門という高木家が雇った技術者だけが切腹した記録が

高木家文書にあります。このスライドは「八咫烏の神様に誓って工事をちゃんとやりま

す」という誓詞です。その後うまくいかなくて最後の方になると、ほとんど飲んだくれ

て。鬱病ですね。切腹しても人間、簡単に死ねないので、医者がやってきて丁寧に記録

を残している。そういうのもある。薩摩義士を描いた小説に『孤愁の岸』があります。

杉本苑子が書いて新潮文庫になっています。フィクションですけど、芝居になったりも

しています。

女性の書状（未整理）
子女の多くを大名家・商家に嫁がせた 多くの書状が送られてきた

（slide 28）

　「高木家文書」では面白いのは、たく

さんの手紙がある。時代背景もあって全

国に高木さんは娘たちを大名や島津家と

か商家に嫁に出している。お手紙を書か

せるために嫁に出しているのかというく

らい。何が書いてあるか、わからないこ

とがたくさんあります。事実関係が断片

化していてわからない。他にも膨大な記

録を残して「電子化」して説明をつけることをやっていました。いろいろ話を繋げてわ

かったこともあります。面白かった例としては「巨大な扇子」がありました。扇子の内

側には「米がどれだけとれて、牛が何頭いて、鳥が」と書いてある。ナニコレ？とわか

らなかったんですが、実用にしてはデカすぎる。ある日、わかった。徳川家の代替わり、
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将軍が代わると全国に役人が派遣される。何十年に一回なので地方がちゃんと運営され

ているかどうかを調べる。大名とか旗本の領地にいくわけですが、土地の名主たちが役

人に対して説明する。役人が来るから橋を修理するとか土木工事をやる。二人の役人が

くる。説明するのは庄屋クラスの人で、数字とか何もかも頭に入れるのは大変。だから

カンニングペーパーなのでしょう。「うちの村で米がこれだけとれます」と書いてある。

古文書を読み解くのは技術がいります。「読めない」ものを日本史の専任室員と国文学

の兼任室員が文書を広げて睨んでいる。１時間くらい睨んでいると突然、読めるように

なる。傍で見ていて「面白いもんだな」と思いました。

伊藤圭介（ ）文庫 デジタル化

伊藤圭介は幼児より儒学と医学を学び、植物学を研究した。洋学を学び 年長崎に赴き、
シーボルトに学ぶ。 年『泰西本草名疏』を訳刊。以後著書は 種に上る。日本産物
志」「日本植物図説草部」等。日本中を巡って書物を模写した。医家として種痘を始め

尾張藩種痘法取調を命ぜられた。 年医学校創設。これが名古屋大学医学部の源
流。 年東京大学教授に任ぜられ、 年理学博士。東京学士会院の初代会員。
明治期の博物学・植物学の大家として世界中に知られる
スズランの学名 Convallaria majalis var. keiskei に名を遺す

伊藤圭介稿本（手書き本） 冊錦窠植物図説 デジタル化

（slide 29）

　もう一つ「伊藤圭介文庫」。伊藤圭介、

かつては有名人で博物学、植物学に関し

て日本一の研究者。世界中から学者がやっ

てくる。シーボルトともやりとりをして

いる人で、この人が集めて書きまくった

ものが残っています。植物も動物も。あ

るいはわけがわからないのがあって、こ

れに関しては何の説明もつけていない。

デジタル化で探すと、いろんなものが出てきます。桃の缶詰の包紙。イギリスから贈ら

れてきて「面白い」といって食べて味わってみる。舐めてみる、齧ってみる。そして包

紙を残し、ただ一言、「旨し」と書いてある。グルメなことも書いてある。90何歳まで

生きています。東大の教授で毎日、ウナギばかり食っていて、医者に良くない、と言わ

れて鯛ばかり食うのに変更した、とか偏屈なじいさんだったらしい。

文部科学省研究振興局学術調査官併任
名古屋大学大学院助教授を務めながら

月数回東京文科省へ通う
金曜夕刻になると届く業務メール

（slide 30）

　それから2002年４月、文部科学省研究

振興局学術調査官併任になりました。月

数回、東京の文部科学省に来て金曜の夕

方になると文部科学省から仕事の依頼

メールが届く。助手さんと「また来まし

たね」というやりとりをやっていました。
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学術調査官の業務
役人の相談に乗る
海外調査に同行する
国立大学図書館コンピュータ化仕様書チェック

電子図書館評価
「国立大学図書館に縁がなくて、電子図書館に明るくて、議論に強い研究者が
手ごろな大学に着任したから、あなたに学術調査官をやってもらう」

報告書作成
『学術情報発信に向けた大学図書館機能の改善について（報告書）』 2003.3.

学生にこれを読ませてレポートを書いてもらいました
図書館の電子的なサービスはコンピュータなどの技術の進歩に従うものであるから発展したのもここ10
年、20年というのは驚くことではなく当然のことだと再認識させられました。そのような点で読んでいて非
常に興味深い資料でした。

そして時代は機関リポジトリに

（slide 31）

　学術調査官は何をやっていたかという

と基本的には役人の相談に乗る。海外調

査に同行する。今はなくなったみたいで

すけど、かつては国立大学図書館コン

ピュータ化に関しての仕様書をチェック

することもやっていました。電子図書館

の評価もやっていました。1990年代から

2000年代にかけていろんな学校で国立大

学を中心に電子図書館が流行っていた。すごく金をかけていうことで、その評価に当た

りました。名古屋大学に移ってすぐに「学術調査官をやってくれ」といわれて、「何で

私を学術調査官にという話がきたのか？」と尋ねたら「国立大学図書館に、それまで縁

がなくて学術図書館に明るくて議論に強い研究者で手頃な人が名古屋大学に移ったから、

あなたに学術調査官をやってもらおう」と。何をやったか。報告書を作成するために17

大学の担当者を文部科学省に集めました。そのまとめとして報告書を書かせて『学術情

報発信に向けた大学図書館機能の改善について（報告書）』をつくった。今もネット上

にあります。2002年３月、20年も前のことです。この中で初めて「機関リポジトリ」と

いう言葉が千葉大学の文書に使われています。今、見ると面白くて授業に使っています。

今年７月に筑波の学生に読ませてレポートを書いてもらいました。あたりまえのような

ことを書いてきて、「うん、そうなんだよね。そういう話だよね」と。「図書館の電子的

なサービスはコンピュータなどの技術の進歩に従うものであるから発展したのも、ここ

10年、20年というのは驚くことではなく、当然のことだと再認識させられました。その

ような点で読んでいて非常に興味深い資料でした」と。ここでの経験が現在の「機関リ

ポジトリ」に結びついているということです。

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科教授 現在に至る
文部科学省研究振興局学術調査官併任 継続

組織替えにより筑波大学図書館情報メディア系教授

筑波大学附属図書館研究開発室室員
大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻専攻長
附属図書館副館長
学長補佐
大学院共通科目部会長
新聞編集長
・・・

東海地区大学図書館顧問
日本図書館協会大学図書館部会個人委員

国立情報学研究所客員教授

（slide 32）

　2006年に筑波大学に移りました。名古

屋大学に移った時は任期制で、幸いにし

て筑波大学は終身在職の教授として。文

部科学省の学術調査官の任務が、もう２

年ありましたので、そのまま2008年３月

までやっていました。筑波大学で、また

いろんなことをやっています。今年もあ

と１年で退職なのに筑波大学新聞の編集
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長をやっていまして、２カ月に一回出すのですが、ネット上で公開されていますから見

てください。他にもいろんなことをやっています。こんな感じです。

国立情報学研究所のお手伝い

学術コンテンツ運営・連携本部 機関リポジトリ作業部会委員
総合誌調査委員会委員
学術コンテンツ運営・連携本部 本部委員
客員教授

オープンアクセス
機関リポジトリ

（slide 33）

　あと国立情報学研究所のお手伝いをし

ています。SINET、オープンアクセス、

機関リポジトリ。興味のある人は見てい

ただいて、これに関してもかなり関与し

てきました。

文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会
学術情報委員

電子ジャーナル
オープンアクセス

（slide 34）

　また文部科学省科学技術・学術審議会

学術分科会学術情報委員会学術情報委員

をやって、いろんなことをやって主に電

子ジャーナルオープンアクセスをやって

いました。

大学図書館

大学図書館群
＝分散する冊子体蔵書群
総合目録を介した相互利用
（「 年モデル」）

機関内で生み出さ
れた情報資源

電子化された特殊コレクション

オープンなウェブ情報資源

ライセンス契約される
情報資源 Paywalls

（この間に様々な
利用条件がある）

学生・研究者

現代日本の学術情報基盤全体像

利用 創出

利用

創出

NDL 

他図書館

個人/団体/企業

出版者

創出

学術ネットワーク
CiNii Google  PubMed

公共図書館 学校図書館 社会との連携

SINET
（slide 35）

　今日の学術情報流通、今の日本の大学

の学術情報は紙や冊子体の資料を中心と

した大学図書館のものとネットワークの

情報源があり、情報源がオープンなもの

で学生のみなさんがスマホやパソコンで

見られる情報源とライセンスのお金がか

かる情報源がいっしょになっている。大

学図書館と学術ネットワークには、２通

りの意味があって「図書館ネットワーク的」なものと「SINET」という物理的に土管

のように中をデータが流れるネットワークと、その SINET は NII が保守管理していて

６年に一回、更新する。現在、SINET7として、それをもとに「CiNii」とか「Google」

とか、いろんなデータベースも利用できるというのが今日の日本の学術情報の全体像と
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いえると思います。

　そこらへんを使って学生や研究者、情報利用と情報の創出という格好になっているの

だと思います。ただ大学にしか使えないというか、学生が大学に来ると太いネットワー

クがある。それまでスマホを使っていて違うネットワーク環境、情報環境に到達したこ

とに気がつかれると思います。同志社大学は、いい方に入ると思いますが、大学によっ

ては格差が、はっきりあります。国立大学でも有名どころと、無名どころでは明らかに

情報格差があります。それは図書館という理念にとって、どのように判断するかという

問題があります。

　SINET は自由に使っていいということですが、その先は「自分たちで面倒みてね」

となります。つまりお金はかかるのです。公共図書館、学校図書館、社会との連携はど

うするかという問題もあると思います。

この先を考える 技術と制度

出版状況

少子化

地球環境を守る

ものづくり
３ プリンタの可能性

図書館の可能性
オープンアクセスと公共図書館

逸村は 年代から「将棋とコンピュータ」に関心を持ってきた

（slide 36）

　「この先を考える」ということで、「技

術と制度」の話をしてきました。いろい

ろ周囲にかかわりが出てきていると思い

ます。出版状況、少子化、地球環境を守

る。SDGs、ウクライナ戦争、ものづくり。

３Ｄプリンタも面白いと思います。図書

館の可能性は学術情報のオープンアクセ

スにより広がりました。AI、私は1980年

代から将棋とコンピュータに関心があってゲームを含めて関心をもってきました。AIブー

ム、藤井聡太君ブームということですが、今のプロの将棋界でもコンピュータを最も活

用している若手が、手番を間違えて反則負けしたりする。その言い訳は「ずっと先手だ

と思って研究を続けていたので」と。今はチェスクロックを自分で押してやるので、記

録係に「始めてください」と言われた後、頭を下げて先手を打ってということで即、反

則負けということもあって。
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オーウェル 『 』

ビッグブラザーが支配する世界
二重思考（ ）
テレスクリーン
二分間憎悪（
ニュースピーク（ ）
単語・文法を単純化した新たな言語
言葉を減らすことで『考えること』をでき
なくして、思想を統制する

（slide 37）

　一方、こういう話も結構、現実に起き

ているわけです。「ビッグブラザーが支配

する世界」。すごいなと思うのは「ニュー

スピーク」といわれるもの。「単語・文

法を単純化した新たな言語」。言葉を減

らすことで「考えること」をできなくし

て思想を統制する。

古代エジプト語研究

は、古代エジプト語の辞書及びコーパ
スである。
古代エジプト語は、単語レベルでは紀元前 世紀頃から書記記録があるが、

は、文レベルの書記記録が現れる紀元前 世紀頃から、コプト文字で書
かれたエジプト語であるコプト語を除外した、最後の古代エジプト文字の書記
記録である紀元後 世紀までの、可能な限りの全てのテキストを対象としてい
る。
前身は古代エジプト語辞典『エジプト語辞典（Wörterbuch Ägyptischen

）』プロジェクトであった。
この辞書を拡張し、全用例をコーパスを用いて示す計画が練られた。
元来は紙ベースのプロジェクトであったが、デジタルプラットフォームを作り

年前身プロジェクトの創立者の 人であり、古代エジプト語学の大家であ
った の生誕 年を記念して、第一版のウェブアプリケーショ
ンが公開された。

古代エジプト文字（ヒエログリフ、ヒエラティック、デモティック）は同じ語彙に異綴
が多い。しかし旧版では、一部の文字しか表示されず、またラテン文字転写の 以
外の文字は、全て で表示できるよう英数字の大文字で表示するなどの方策が採ら
れた。そのため、この表記に慣れていない者や、実際の古代エジプト文字の表記を見た
いユーザには困難が伴った。
今回この でそれが刷新された。ヒエログリフで書かれたものはそのヒエログリフ、
ヒエラティックが一次資料であるものはヒエラティックから変換されたヒエログリフを
表示することが可能で、それらは、 というヒエログリフ文作成ソフトを用いて、
画像で表示される。
ヒエログリフにも はある。現状では基礎的な文字しかなく、さらに、ヒエログ
リフを矩形のなかに詰めるように、文字を縦に並べたり、大きな文字の右肩に小さな文
字を書いたりするスクエアライティングには完全には対応していない。
スクエアライティングができるように制御文字が に実装されたが、フォントレ
ベルでそれを行える技術は未公開である。

では、 が開発した というフォントを用いて、
で語彙を書いている。

は、将来どの例文・コーパスデータも完全に 化することを目的に掲げて
いる。そして、 では、ラテン文字転写でエジプト学で用いられる特殊な記号も

で表示できるようになった。これにより、ラテン文字転写と 文字との
対応を覚えなくてもよくなり、初学者のユーザには利用が容易になったことであろう。

（slide 38）

（slide 39）

　一方、古代エジプト語研究。ヒエログ

リフという高校の時に世界史の受験でや

りましたよね。これもデジタル化が進ん

でいます。古代エジプト語研究はドイツ

中心で発展してきたのでドイツ語を、さ

らに英語にするという感じなんですけど、

「コーパス」が、すでにできあがってい

て。ヒエログリフにも Unicode はある。

標準化問題で今日にいたっています。と

いうわけで「これが、どうなっていくか」

という発想です。同時翻訳みたいなもの

ができあがってきている。
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くずし字認識ソフト

くずし字認識結果の文字表示

（slide 40）

（slide 41）

　日本語にしても、MIWO。これもスマ

ホで「くずし字認識ソフト」がある。日

本史の先生たちが睨めっこしているとい

う話をしましたが、ああいう人たちも興

味をもって見て回っていますが、「くず

し字認識」をかなりやる。さらにそれを

いろいろな格好で扱えるということで進

んでいる。

ユビキタス・コンピューティングから へ

ユビキタス・コンピューティング
「どこでもコンピュータ」

– 身の周りのどこにでも を持った電気製品や装置がある状態
– 年前にはほとんど何も無かった

集積回路の小型化、低価格化による市場拡大と家電製品化
モノのインターネット
高速通信技術や並列計算技術などの進展
身の回りの全てのモノがネットワーク接続されている時代へ
– 人の生活環境としての「モノのインターネット」

（slide 42）

　さらに、ちょっと前に流行っていた「ユ

ビキタス・コンピューティング」から

「IoT」へ。流行り廃りがあるので、さっ

きの研究も数年後、どうなるかわかりま

せんが、今、ホットなのは ChatGPT で

すね。
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ChatGPT （slide 43）

　「10年後の図書館はどうなると思う？」

と聞いた時、「情報、コレクション、プ

ログラムに可能な限りアクセスできるよ

う、デジタル技術を通じて対面および遠

隔でコミュニティにサービスを提供する」

「文化的表現や文化遺産の保存と有効な

アクセス、芸術の鑑賞、科学的知識や研

究、イノベーションへのオープンアクセ

スを伝統的なメディアだけでなく、デジタル化された資料やボーン・デジタルの資料も

含めて促進する」という回答があって、素直に謝っているというやりとりをしましたが、

これは一体どうなることかなという話です。自動翻訳機能も、かなり優れているので「ど

うなっていくのかね」ということですが、佐藤先生は？

佐藤：簡単なレポートなら AI で書けるんですよ。多分、査読コメントも書けそうな気

がします。あと一歩で論文も書ける。「ChatGPTに任せておけばいいんじゃないか」と。

ただ聞き方が、かなり大事なんです。ChatGPT と対談しただけの記事を一本、書こう

と思って延々１時間、ChatGPT でやりましたけど、ちょっとでも聞き方を間違えると

「わかりません」といってくるので、いかに「君にわかることなんだよ」と誘導するか

が大事で結局、インタビュアーの力量の話になるので。ただそれは現実の人間にインタ

ビューする時も、そうだと考えると……画像生成も、どううまく画像生成するか疑問だ

といわれましたけど、文章生成も、どううまく AI から自分が望む文章を手に入れるか、

聞き方のテクニックが必要になって結局、AI とつきあうのも人間とつきあうのと同じ

ような技術がないと、うまくいかないことになるんじゃないかなと。

（再び、逸村先生にマイクを戻す）

　さらに考えないといけないのは確実に１年後には、もっと上回る。将棋の話をすると

今、AI の方が人より強い。AI が、藤井君が、見つけるより早く正確に指すという話に

なっているわけですが、でも AIは確実に１年後の AIの方が今の最強 AIより強い。「ど

こまで行くのかな」という、そういう話。それで「先手必勝法が開発されるのではない

か」という話をしていましたが、ついこの間、「やっぱりわかんないや」という話になっ

て「どうなるのかな？」という感じです。

　大学教員の立場からすると、こういうものを使って学生がレポートを書いてきたらど

う対応するのか。採点して「合格して、後でわかったらどうするの？」ということが起

きる可能性があります。そこで生じる問題は誰の責任か。
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これからの図書館

ユネスコ公共図書館宣言 年 月 日版 が示す図書館の使命
– 「情報、コレクション、プログラムに可能な限りアクセスできるよ
う、デジタル技術を通じて、対面および遠隔でコミュニティにサー
ビスを提供する」

– 「文化的表現や文化遺産の保存と有効なアクセス、芸術の鑑賞、科
学的知識や研究、イノベーションへのオープンアクセスを、伝統的
なメディアだけでなく、デジタル化された資料やボーン・デジタル
の資料も含めて促進する」

デジタル時代の図書館サービスの障壁の一つ 著作権とどう向き合うか

（slide 46）

　先日、ユネスコ公共図書館宣言におい

て、図書館のミッションとして、こうい

う文書を出しました。当然、公共図書館

ですが、紙の資料、文化遺産、文化的表

現に加えてデジタルなもの、ボーン・デ

ジタルなものを、きちんと提供して促進

するというのがユネスコ流公共図書館の

ミッションであると明示されているわけ

です。さあ、今の図書館は、どうなんでしょう。今、日本でも著作権をどうするかとい

う話が出ています。デジタルな図書を貸し出すことはどういうことか。デジタルな学術

資料論文、金さえ払えばオープンアクセスのものであれば「一人で同時に何件見たって

問題ない」というのが今のやり方ですが、デジタルな図書は、さすがに、それはよくな

いだろうと。コントロールド・デジタル・レンディング（CDL）という考えも出てき

ています。すでに EUやアメリカでは法制度ができていますが、日本はまだまだそんな

ところに至っていない。日本の著作権審議会の議事録を見ると、わかっている先生たち

は何人かいます。それを法律にするのは難しい点があって議論のとっかかりくらいのと

ころという間に「CDL」がどんどん出てきている。

（追加スライド）

　今日の資料を送った後にこれが出てき

ましたが、国立国会図書館デジタルコレ

クションがリニューアルされた。これが

もう数は力で、今までわからなかったこ

とが、国会図書館デジタルコレクション

に聞いてみると山のように出てくる。ネッ

トで見ていると「この人はいつ死んだの

か」「いつ組織にいたのか」、今までわか

らなかったことや曖昧だったことが、こ

れを見ると一発で出てくる。「すごいな、

デジタル化は」。12月21日公開なのでま

だ使い込んでないのですが。これを使い

こなすと日本の、ここで「デジタル化さ

れたことによって明らかになること」が、



図書館学年報　第48号

- 28 -

さまざまあると思います。面白くなるのではないかと思う次第です。

皆さんが作る未来です （slide 47）

　というのがシメです。こういった未来

は全て、みなさんがつくるわけです。と

いうことで私の話は、これくらいにしま

す。

（質疑応答）

佐藤：ありがとうございました。フロアのみなさんからご質問とかありましたら。

質問：修士論文のテーマが何だったのかが気になりましたので。

逸村：いわなかったかな。慶應の日吉図書館で、貸出データの分析です。貸出データを

数年分、頂戴しまして。佐藤先生も柏市の図書館で論文を書いたとお話になっていまし

たが、脈々と続いているなと。当時、コンピュータ性能もよくなくて、日吉のデータも

漢字が使えなかったりして。でもできる範囲でやればやれるので、その頃から貸出デー

タは、キャッチーな、微妙な問題が、たくさんありましたけど、修論にはそれは省いた

んですが、図書館管理者からは「細かいデータを見たい」「たくさん借りている人は何

を借りているのか」とか、そういうのは内部的にはやったんですけど、２年分の日吉図

書館のデータを使って書きました。

佐藤：今回、お話を伺うまで、わからなかったんですが、先生が愛知淑徳大学の大学院

に在籍されていた時期があったとは知らなかったですけど。

逸村：習ったのは藤川正信先生とか中村幸雄先生とか。図書館情報学の1970年代、80年

代の大御所たちです。こっちも、若かったから反論したりして。ということを佐藤先生

にいわれて思い出しました。若手と議論していて向こうから食ってかかられると、その

時のことを思い出して、言うことを尊重しようと考えています。当時の反省が現在に生

きています。

佐藤：「逸村先生は猛獣使いといわれている」という話を聞いたことがありますし、学

部生、院生の頃は、自分もかなり食ってかかる系だったと思うので、そのご経験があっ

たから僕らは先生と話ができて。
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逸村：2006年に私のゼミに佐藤先生が来たという話をしました。私は2006年に筑波大学

の教員になって、筑波では、ゼミをどんなふうにやるんだろうと思っていたんですけど、

佐藤先生始め学部３年生５名、大学院生４名がさっと集まって。なんとかなりましたね。

質問：２点ほど。1980年に図書館学の学部を卒業されていますが、40年前、国際電話で

何百円単位とかで。図書館学に関しても未来があったどうか、どうして図書館学を勉強

したいと思われたのかについて。もう一つは、逸村先生はなぜ、けっこうリスクをとる

生き方をされてきたのかについて。

逸村：当時の慶應義塾大学文学部は１年次で教養課程で語学、体育と教養科目を全部とっ

てしまう。２年次から専門に移る仕掛けでした。１年次12月、各学科の説明会がありま

す。どの学科を選ぶか迷っている時に図書館・情報学科説明会に出て、学年主任の小林

胖先生の説明に感銘を受けました。「こんな学問があるのか」と。小林先生は何をいっ

たか。当時の日記を見ると、わかると思いますが、怖くて見ていません。さらにいうと

1983年、大学院受験が終わった直後、学会で慶應の若い俊英だった上田修一先生と、亡

くなられましたが、図書館情報大学の原田勝先生に学会の後、説教されました。「逸村

さんね、今、上智大学で図書館員をやっているわけでしょう。辞めて大学院の図書館情

報学をやるというのは、どういうことか。図書館情報学の20年後なんて、わかんないよ」

と説教されて。そういう感じのことがあって、あれから、40年経ちました。

佐藤：さらに深いお話をありがとうございました。もう一度、先生に大きな拍手をお願

いします。

逸村：どうもありがとうございました。

 （いつむら　ひろし。筑波大学図書館情報メディア系教授）


